
 

 

２０２５年１０月８日 

各 位 

株式会社 山口銀行 

 

「サステナビリティ・リンク・ローン（ＹＭｆｇフレームワーク方式）」の 

契約締結について 

 

山口銀行（頭取 曽我 德將）は、ニチモウ株式会社（代表取締役 青木 信也）と「サステナビ

リティ・リンク・ローン（ＹＭｆｇフレームワーク方式）」契約を締結いたしましたので、下記

のとおりお知らせします。 

当行は、地域金融機関としてＳＤＧｓ／ＥＳＧへの取り組みを強化し、様々な事業活動を通じ

て、多様な課題の解決に取り組み、地域の価値向上を実践していくことにより、持続可能な社会

の実現に貢献してまいります。 

記 

 

１．ローン概要  

サステナビリティ・リンク・ローン（ＹＭｆｇフレームワーク方式）とは、「サステナビリィ・

リンク・ローン原則」および環境省「グリーンローンおよびサステナビリティ・リンク・ロー

ンガイドライン」への適合について、株式会社格付投資情報センターよりセカンドオピニオン

を取得しており、お客さまのサステナビリティ経営への取り組みを支援する融資商品です。 

 

２．企業概要 

企 業 名 ニチモウ株式会社 

所 在 地 東京都品川区東品川２－２－２０ 

代 表 者 青木 信也  

業 種 卸売業  

サステナビリティ向上

に向けた取り組み等 

当社は、日本一の漁網会社を目指して、１９１０年の創業以降、

漁業・水産業界を主たる事業領域とし、食品・海洋・機械・資材・

バイオティックス・物流の６つの事業を展開しています。 

サステナビリティ向上に向けた取り組みにおいては、２０２１年

１２月に従業員の考え方や行動の軸となる「サステナビリティ基本

方針」を掲げ、水産物の漁獲～加工～販売までのトータルサポート

や、海の豊かな資源の保全および環境に配慮した生産と流通のサポ

ートにより、世界的な水産物の需要拡大に応えています。 

 

３． 契約概要 

契 約 日 ２０２５年９月３０日 

融 資 金 額 ５億円 

期 間 ５年 

 



４． ＳＰＴｓ※１ 

設 定 指 標 ① ＧＨＧ排出量（Ｓｃｏｐｅ１・２※２（マーケット基準））削減率 

（２０２４年度対比） 

数 値 目 標 ２０２５年度 ２０２６年度 ２０２７年度 ２０２８年度 

▲３．８％ ▲７．６％ ▲１１．４％ ▲１５．２％ 

設 定 指 標 ② ＣＤＰ気候変動スコア 

数 値 目 標 ２０２５年度 ２０２６年度 ２０２７年度 ２０２８年度 

「Ａ－」以上 

設  定  理  由  当社は、「会社は社会の公器であるとの精神に立ち、業界をリード

する技術とサービスをもって広く社会の発展に貢献する」という経

営理念のもと、「持続可能な社会への航路を拓く」というサステナビ

リティ基本方針を掲げています。今回、更なるサステナブル経営を

加速させるべく、当ＳＰＴｓを設定しました。 

 

５． 山口フィナンシャルグループのマテリアリティ 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グルー

プサステナビリティ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課

題である「マテリアリティ」を特定しております。本件は、１２のマテリアリティの中で

「⑤省資源・省／創エネルギーへの対応」「⑥大気汚染・気候変動への対応」の実現に資す

る取り組みです。 

 

※１ ＳＰＴｓ（Sustainability Performance Targets）：環境問題や社会的課題の解決に

向けたサステナビリティ活動に関する目標。 

※２ Ｓｃｏｐｅ１：自社での燃料の使用や工業プロセスによる直接排出量。 

Ｓｃｏｐｅ２：自社で他社から供給された電気・熱・蒸気を使用した事による間接

排出量。 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ先】 

事業性評価部 ソリューション推進グループ 

担当：栁川・江藤 ＴＥＬ：０８３－２２３－３４４８ 
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山口銀行 サステナビリティ・リンク・ローン 
ニチモウ株式会社 

2025年 9月 30日 

 

（山口フィナンシャルグループ「グリーンローン」「サステ

ナビリティ・リンク・ローン」フレームワーク） 

サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト：石井 雅之 

 

格付投資情報センター（R&I）は山口銀行がニチモウ株式会社に対して実施するサステナビリティ・リンク・ローン

について、山口銀行の資料の閲覧と担当者への質問を行い、山口フィナンシャルグループの「グリーンローン」「サ

ステナビリティ・リンク・ローン」フレームワーク 1（以下、フレームワーク）に基づいて実行されることを確認した。 

R&I は別途、山口フィナンシャルグループのフレームワークが以下の原則・ガイドラインに適合していることを確認

している。 

 

 

 

 

1. 資金調達者の概要 

社名 ニチモウ株式会社 

所在地 東京都品川区 

設立 1919 年 8 月 

資本金 6,354 百万円 

事業内容 食品事業・海洋事業・機械事業・資材事業 

売上高 133,900 百万円（2025 年 3 月期） 

従業員数 227 名（2025 年 3 月時点） 

 

  

                              
1 2025 年 5 月 16 日付セカンドオピニオン「山口フィナンシャルグループ 「グリーンローン」「サステナビリティ・リンク・ローン」フレーム

ワーク」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2025/05/news_release_suf_20250516_jpn_29.pdf 

サステナビリティ・リンク・ローン原則（2025、LMA 等） 

サステナビリティ・リンク・ローンガイドライン（2024、環境省） 
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2. KPI の選定 

KPI は資金調達者のビジネス全体にとって関連性があり、中核的かつ重要で高い戦略的意義を持つ。KPI の選定はフ

レームワークに基づいて行われている。 

■KPI 

KPI①：GHG 排出量（Scope1・2（マーケット基準））削減率（2024 年度対比） 

KPI②：CDP 気候変動スコア 

 ニチモウは、食品事業を主業とし、水産専門商社として世界中の漁場からカニ、すり身等の水産原料を買い

付け、加工食品として国内に供給している。その他、漁網・漁具、養殖資材、船舶用品などの開発・製造・販

売を行う海洋事業、食品加工メーカーに対し、水産加工機械などの製造機械や製造ライン全体のエンジニ

アリングサービスを提供する機械事業、食品の包装資材、建装材、農畜資材などを提供する資材事業、など

を手掛ける。 

 公表している環境方針において、気候変動への対応について「2050 年までにカーボンニュートラルを目指し

て、温室効果ガスの排出を削減し、エネルギーの効率的で持続可能な使用を促進するとともに、気候変動の

緩和、適応に貢献する商品およびサービス等の開発・提供に努めます」としている。GHG 排出削減は当社に

とって重要性の高い取り組みである。 

 Scope3 については 2022 年度から計測を開始している。今後その削減に向けた具体策を検討する段階にあ

り、目標設定は未済である。Scope3 に関係する目標として、企業の気候変動への対応の取組み全体の状況

を表す指標であるCDP 気候変動スコアを採り上げた。CDP は透明性の高い評価基準のもと、定量的・定性的

なアプローチで企業の気候変動対応を網羅的に評価する指標である。 

【参考】 

CDP は 2000 年に英国で設立された国際環境 NGO。世界中の機関投資家・購買企業の要請を受けて、企

業の環境情報開示を促進する活動を実施している。気候変動、水セキュリティ、フォレストなどの調査・情報

公開プログラムを展開しており、最終的な評価は A～D－及び F（回答評価に十分な情報を提供していない）

で表される。CDP 気候変動スコアを取得する企業は年々増加しており、2023 年は世界で 23,000 社超が

CDP の質問書へ回答した。CDP によると S&P500 の 85%、FTSE100 の 93%を含む、世界の時価総額の 3

分の 2 を占める企業が開示をしている。 

 

3. SPTs の設定 

■SPTs 

SPTs①：  

年度 2025 2026 2027 2028 2029 

Scope1・2削減率

（2024年度対比） 
3.8% 7.6% 11.4% 15.2% 19.0% 

SPTs②：リーダーシップレベル（「A」または「A-」）の取得（2025～2029 年度の各年度判定） 



セカンドオピニオン 
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SPTs は野心的で必要な情報が開示されている。SPTs の設定はフレームワークに基づいて行われている。 

 KPI①・②の過去実績は以下のとおり。KPI①については、2024 年度から計測範囲を広げ、連結子会社にお

ける配送に関する消費燃料を含めたため、過去より数値が大きくなっている。 

過去実績推移（年度） 2022 2023 2024 

Scope1・2排出量（t-CO2） 11,459 11,320 15,543 

CDP気候変動スコア F C C 

 

【SPTs①】 

i. 資金調達者自身の長期的なパフォーマンスとの対比 

 2030 年まで各年の SPTs は、過去実績よりさらなる削減を毎年進めていくことが必要な水準として設定され

ている。 

ii. 同業他社等との対比 

 当社の削減目標の水準は、国内大手水産食品事業者と比較して高い。 

iii.科学的根拠、国・地域・国際目標との対比 

 環境省が公表する日本のエネルギー起源 CO2 排出量の直近値は 2023 年で 922 百万 t-CO2。2030 年の

排出量目標は 677 万 t-CO2 であり、7 年間で 26.6%、年率 3.8%の削減が求められている。 

 ニチモウは、従前より GHG 排出量削減の取り組みを進めている。2024 年度から計測範囲を拡大、精緻化し

たなかで、日本の排出削減目標に沿う当社目標を今回改めて設定した。 

 

【SPTs②】 

i. 資金調達者自身の長期的なパフォーマンスとの対比 

 直近の取得スコアは C で、今回目標とする A-以上は、直近より 3 段階以上高い水準を目指すものである。 

ii. 同業他社等との対比 

 「CDP 気候変動スコア A 又は A-」は、リーダーシップレベルである。スコアは、スコア取得者のなかでの相対

評価で決定する。プライム市場上場企業の各社の取り組み推進により、CDP 気候変動スコアで上位スコアを

取得する企業は増加傾向であるものの、2023 年のプライム市場上場企業の気候変動スコアで A-以上の割

合は約 23.6%2となっている。CDP 気候変動スコア A-又は A を取得することは、野心的な目標といえる。 

 国内水産食品事業者の直近の CDP 気候変動スコアと比較しても、本件 SPTs の水準は高い水準で設定さ

                              
2 CDP 気候変動レポート 2023:日本版 p14 スコア分布を基に R&I が割合を計算 
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れている。 

iii.科学的根拠、国・地域・国際目標との対比 

 CDP スコアについて、国・地域・国際目標は特に定められていない。 

 

4. ローンの特性 

フレームワークに定めたとおり、調達条件は SPTs の達成状況と連動し、目標達成に向けたインセンティブとして

機能する。 

 

5. レポーティング 

フレームワークに定めたとおり、SPTs の達成状況に関する最新情報を開示する。 

 

6. 検証 

KPI①について、フレームワークに定めたとおり、KPI の SPTs に対するパフォーマンスレベルについて検証が行わ

れる。KPI②について、CDP のウェブサイト等にてスコア結果が開示される場合は、独立した第三者の検証を不要と

する。 

 

        以 上
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